
資料２ 

自動車・電気使用による二酸化炭素排出量等の計算 

 
１．自動車の使用による二酸化炭素排出量計算 

 
Ａ： 自動車の燃費 （ｋｍ/ｌ） 

 
Ｂ： 会場までの距離×２（往復） （ｋｍ） 

 
Ｃ： ガソリンの単位発熱量  ３４．６   （ＭＪ/ｌ） 
Ｄ： 二酸化炭素排出係数 ０．０６７１ （ｋｇ‐ＣＯ2/ＭＪ） 

 
Ｅ： ガソリンの使用量 ＝Ｂ÷Ａ ＝ （ｌ） 

 
二酸化炭素排出量 ＝ Ｅ×Ｃ×Ｄ  （ｋｇ‐ＣＯ2） 
あなたは、今日どの程度の二酸化炭素を排出したでしょう？ 

 
二酸化炭素排出量 ＝        ×３４．６×０．０６７１＝ Ｅ 

 
 
２．１家庭の１年分の二酸化炭素排出量計算 

燃費１０ｋｍ/ｌの自動車で 1 年間に１０，０００ｋｍ走行すると、消費する

ガソリンは１，０００ｌなので 
二酸化炭素排出量 ＝ １，０００×３４．６×０．０６７１ 

＝ １，０３５ｋｇ≒１ｔ 

 
電気の使用による１家庭当たりの二酸化炭素排出量 
１家庭当たり年間の電気使用量は、概ね５，０００ｋＷｈ 
九州電力の二酸化炭素排出係数を０．３７ｋｇ‐ＣＯ2/ｋＷｈとすると 
５，０００ｋＷｈ×０．３７ｋｇ‐ＣＯ2/ｋＷｈ＝１，８５０ｋｇ≒２ｔ 

 
 
３．１家庭から排出される二酸化炭素を取引価格で表すと 

１ｔ当たり１，５００円で取引されているとすると３ｔで４，５００円 


